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１. 24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日）                 
(1) 連結経営成績                                                  （％表示は対前期増減率） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 20,807 △2.3 1,625 6.2 650 47.9 190 △5.1

23年3月期 21,306 △8.4 1,529 △33.0 439 △61.3 200 △67.6

（注）包括利益 24年3月期 899百万円（354.0％） 23年3月期 198百万円（△51.4％） 

 

 
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

潜在株式調整後 
1株当たり当期純利益

自 己 資 本

当 期 純 利 益 率

総  資  産 

経 常 利 益 率 

売  上  高 

営 業 利 益 率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％

24年3月期 4.97 ― 1.9 1.0 7.8 

23年3月期 5.27 ― 2.1 0.7 7.2 
（参考） 持分法投資損益 24年3月期 ８百万円 23年3月期 ７百万円 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円        ％ 円   銭 

24年3月期 62,816 10,612 16.9 276.02 
23年3月期 63,618 9,639 15.2 253.35 

（参考） 自己資本 24年3月期 10,612百万円 23年3月期 9,639百万円 

 (3) 連結キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー   

投 資 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー  

財 務 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー   

現金及び現金同等物   

期  末  残  高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

24年3月期 1,762 △125 △869 2,314 
23年3月期 1,774 △1,344 △760 1,546 

 

２．配当の状況 

 年間配当金 配当金総額

（合計） 

配当性向 

（連結） 

純資産配当率

（連結）  第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00 ― ― ―

24年3月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00 ― ― ―

25年3月期(予想) ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00  ― 

 

３. 25年3月期の連結業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日）              

平成25年3月期の業績予想に関しては、現時点で合理的な算定が困難であることから未定とし、記載しておりません。詳細

は、添付資料４ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する分析 次期の見通し」をご覧下さい。 

 

  



 
 
４． その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

   新規  －社 （ － ）    、 除外  －社 （ － ）  

  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更  

① 会計基準等の改正に伴う変更   

② ①以外の変更   

③ 会計上の見積りの変更 

④ 修正再表示 

： 無 

： 無 

： 無 

： 無 

 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年３月期 38,640,000株 23年３月期 38,640,000株

② 期末自己株式数 24年３月期 192,374株 23年３月期 590,540株

③ 期中平均株式数 24年３月期 38,294,792株 23年３月期 38,054,279株

 
（参考）個別業績の概要 

１． 24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

(1) 個別経営成績                                                 （％表示は対前期増減率） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 8,427 △1.1 413 △5.8 299 105.3 501 773.7

23年3月期 8,525 △5.4 439 △46.2 145 △50.2 57 △46.6

 

 １ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後

1株当たり当期純利益

  

 円   銭   円   銭   

24年3月期 13.11 ―   

23年3月期 1.51 ―   

(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円   百万円         ％  円  銭 

24年3月期 46,204 13,189 28.5 343. 05 

23年3月期 46,872 11,905 25.4 312. 90 

（参考） 自己資本 24年3月期 13,189百万円 23年3月期 11,905百万円 

 

※ 監査手続の実施状況に関する表示 

この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取

引法に基づく監査手続は終了しておりません。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１． 経営成績 
 
（１）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、昨年3月11日に発生した東日本大震災とその後に起こった原子力災害により、

生産活動の停滞や消費の冷え込みがもたらされた結果、年度前半は非常に厳しい状況で推移しました。一方年度後半は、

引き続き震災影響により厳しい環境にあったものの、サプライチェーン立て直しによる生産活動の回復や、各種の政策効

果等を背景に緩やかな景気持ち直しの動きが見られました。 

景気の先行きについては、各種政策効果を背景とした持ち直し傾向の持続が期待されるものの、欧州政府債務危機や

原油高による海外景気の減速リスク、国内における電力供給の制約やデフレ影響等による景気後退リスクが存在すること

から、下振れ懸念が強く残る状況となりました。 

当社グループが営業基盤とする新潟県におきましても、震災影響を強く受け、厳しい経済状況が続きました。こうした事

業環境の中、当社グループは平成21年度よりスタートさせた３カ年の「（第３次）中期経営計画」の最終年度として、積極的

に事業を展開してまいりました。 

基幹の運輸事業では、「新潟市オムニバスタウン計画（平成19年度～23年度）」の一環としてノンステップタイプのバスを

22台導入したほか、ICカード「りゅーと」のサービスを開始し、新潟市内ほぼ全域の路線で「りゅーと」が利用可能になるとと

もに、定期券サービスにおいても「りゅーと」の利用が可能となりました。こうした施策を実施することでお客様の利便性・快

適性向上に努めました。 

不動産事業では、当社グループが中心となって運営をする「万代シテイ」において、種々のイベントを企画し実施したほ

か、他の商業施設と共同でイベントを実施するなど、集客力の向上に努めました。 

商品販売事業では、各種イベントへの積極的な出店に加え、他県商業施設にて開催される催事へも積極的に参加し、売

上の積み上げに努めました。 

旅館事業では、各種宿泊プランの設定やインターネット販売の強化により、集客力の向上に努めました。 

その他事業のうち、旅行業では、魅力ある旅行商品を企画し集客力の向上に努めたほか、教育旅行や官公庁・医療福

祉団体への営業強化を行い、旅行収入の増加に努めました。 

しかしながら東日本大震災と原子力災害が当社グループに与えた影響は大きく、特に第１四半期においては、自粛ムー

ドの広がりから、旅行業及び旅館事業等の観光関連事業の収入が前年度に比べて大きく減少しました。また運輸事業にお

いても、出控えの影響を大きく受け、乗合バス部門・高速バス部門とも前年度を大きく下回る収入となりました。第２四半期

以降は、景気の持ち直しと積極的な事業施策の効果により回復傾向が見られましたが、第１四半期における震災影響を払

拭するには至らず、商品販売事業と広告代理業こそ前年度比増収を達成することが出来ましたが、同事業を除く全ての事

業で前年度比減収となりました。 

経費面では、燃油価格が、新興国における需要の増加と中東情勢の悪化等を背景に、1年間を通じて前年度水準を上

回るなど、厳しい状況で推移しました。こうした状況に対処すべく、グループ全体で経費削減意識を高め諸経費の抑制に努

めました。 

この結果、当連結会計年度の総売上高は20,807百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益は1,625百万円（同6.2％増）、

経常利益は650百万円（同47.9％増）、当期純利益は190百万円（同5.1％減）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 
  

（運輸事業） 

運輸事業におきましては、乗合バス部門では、深夜バスの運行を、忘・新年会シーズン等需要の高まる時期に行いお客

様の利便性向上に努めたほか、バスの車内外の“安心・安全”と“サービス向上”を図る観点から、一般乗合バス車両へも

ドライブレコーダーの導入を順次開始し、更なるお客様の安全性及び利便性の向上に努めました。また、Ｊ１アルビレックス

新潟のホームゲーム開催時や、「プロ野球 巨人－中日戦（平成23年７月19日・20日）」、「新潟淡麗にいがた酒の陣2012

（平成24年３月17日・18日）」等の大型イベントにおいて、臨時バスの積極的な運行に取り組みました。しかしながら、震災

影響による出控えや、昨年度の地元百貨店閉店セールに伴うバス利用特需の剥落等により、当期運賃収入は5,589百万

円（前年度比0.5％減）となりました。 

高速バス部門では、行政連携による社会実験として上越線（平成23年10月15日～）及び長岡線（平成24年3月25日～）

の新潟空港乗り入れを開始し、お客様の利便性向上に努めました。また各路線において期間限定割引キャンペーンを実施

したほか、東京線においては3列シート車両の増便を行うなど、積極的に営業施策を展開致しました。しかしながら震災影
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響による出控えや、荒天時の高速道路通行止めに伴う運休の発生により、当期運賃収入は1,609百万円（前年度比3.5％

減）となりました。 

貸切バス部門では、震災影響によるバス旅行のキャンセルや貸切バスを使った旅行需要の減少等により、1年間を通じ

て極めて厳しい状況で推移し、当期貸切収入は1,800百万円（前年度比10.7％減）となりました。 

 この結果、運輸事業の売上高は10,224百万円（前年度比2.5％減）となりました。 

 

（不動産事業） 

不動産事業では、“人と地球のコミュニケーション”をテーマにした「万代シテイ アースフェスタ2011（平成23年５月３日～

５日）」を開催し約10万５千人を動員したほか、「にいがた総おどり（平成23年９月17日～19日）」や「万代ロマンチックサーカ

ス（平成23年11月19日～12月25日）」、「にいがたアニメマンガフェスティバル2012（平成24年２月25日・26日）」などの各種

大型イベントを開催し、万代シテイの魅力向上に努めました。また昨年７月と本年１月には、万代シテイの大型商業施設4

館にて共同セールを行い、集客力の向上に努めたほか、昨年９月には手薄となったファーストフード店舗を補強すべく、万

代シテイ バスセンタービル２Fに「SUBWAY」を誘致（平成23年９月23日オープン）し、来街客の利便性向上に努めました。

これらの施策により駐車場収入は前年を上回る収入を得ることが出来たものの、消費マインド低迷による各テナントからの

賃料収入の減少等により、不動産事業の売上高は3,007百万円（前年度比0.3％減）となりました。 

 

（商品販売事業） 

商品販売事業におきましては、主力の観光土産品販売部門では、「キリンカップサッカー 日本代表対ペルー代表戦（平

成23年６月１日）」等各種イベント開催時に、臨時売店を出店したほか、全国の百貨店で開催される「新潟物産展」等の催

事へも積極的に参加し、売上高の増強に努めました。年度前半は震災影響により前年同期と比べ大幅な減収を余儀なくさ

れましたが、積極的な営業活動が奏功し累計では前年度比増収となりました。 

コンビニエンス部門では、きめ細やかな商品展開と在庫管理、種々のキャンペーン実施が来店客数及び購入単価の増

加につながり、前年度比増収となりました。 

この結果、商品販売事業の売上高は2,248百万円（前年度比3.3％増）となりました。 

 

（旅館事業） 

旅館事業では、佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」において、「インターネット限定プラン」の設定や、佐渡島内限

定の「謝恩宿泊プラン」を設定し集客力の増強に努めました。また、婚礼プランの販売強化により婚礼部門の売上増加に努

めた結果、同部門では、売上・挙式件数共に前年度を上回る実績を残すことが出来ました。しかしながら、震災影響による

ツアーのキャンセルや旅行自粛等による宿泊関連の売上を挽回するまでには至らず、前年度比減収となりました。 

新潟市内の「万代シルバーホテル」では、館内レストランにおいて「納涼会スペシャルプラン」や「スイーツオーダーバイキ

ング」等を企画したほか、特別価格での宿泊が可能となる「モニタープラン」等を設定し集客強化を図りましたが、景気低迷

の影響による法人宴会需要の伸び悩みに加え、館外飲食店舗の閉店（平成23年３月31日）に伴う売上の剥落もあり、前年

同期比減収となりました。 

 この結果、旅館業の売上高は1,947百万円（前年度比3.9％減）となりました。 

 

（その他事業） 

その他事業におきましては、旅行業では、「くれよん」ホームページのリニューアルを行い、旅行検索機能・予約状況確認

機能を拡充し、お客様の利便性向上に努めました。旅行企画においては、「東北復興ボランティアツアー」や節電をテーマ

にした「高原エコツアー」等の目的参加型旅行を多数企画し集客力の向上に努めました。また修学旅行をメインとする教育

旅行や、官公庁・医療福祉団体への営業に注力し、一定の成果を上げることが出来ました。この結果、第１四半期において

は前年同期に比べ大幅な減収となったものの、累計ではほぼ前年並みの収入を得ることが出来ました。 

広告代理業では、営業活動の強化により大口のイベント運営を受注出来た結果、前年度比増収となりました。 

その他の航空代理業、清掃業、人材派遣業は厳しい事業環境の中で推移した結果、前年同期比減収となりました。 

この結果、その他事業の売上高は3,378百万円（前年度比6.1％減）となりました。 

なお、人材派遣業を営む株式会社マンパワーは、中期経営計画に掲げた「選択と集中」の方針に基づき、MBOにより本

年２月末をもちまして当社グループを離脱致しました。 
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②次期の見通し 

次期の見通しにつきましては、原油価格の高騰、国内における電力供給の制約やデフレ影響等により景気の先行きは

不透明な状況であります。このような状況下、当社グループは、事業基盤の再構築を図り、更なる安全性の追求と収益力

向上に努めてまいります。次期の業績予想につきましては、事業再編に伴う不動産売却額や原油価格の高騰により仕入

価格が交渉中で、現時点において合理的な算定が困難であるため、未定とさせていただきます。業績予想の開示が可能と

なった時点で、速やかに公表いたします。 

 

 

（２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債および純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して802百万円減少し、62,816百万円となりました。これはおも

に運輸事業において車両等の購入がありましたが、減価償却による有形固定資産が減少したこと等によるものであります。

また、負債合計は有利子負債の圧縮、土地の売却と税制改正に伴う法定実効税率の引下げによる再評価に係る繰延税

金負債の減少により1,774百万円減少いたしました。なお、純資産合計は、当期純利益190百万円計上による利益剰余金

の増加、自己株式の売却や税制改正に伴う法定実効税率の引下げによる土地再評価差額金の増加等により10,612百万

円となり、自己資本比率は、前期末と比べて1.7ポイント増加し16.9％となりました。 

 

② キャッシュ･フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下｢資金｣という｡）の期末残高は、2,314百万円と、前連結会計年度に

比べて767百万円増加いたしました。 

当連結会計年度における各キャッシュ･フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ･フロー） 

営業活動によって得られた資金は1,762百万円(前連結会計年度比0.6％減)となりました。 

これは主として、税金等調整前当期純損失44百万円に減価償却費1,628百万円やその他流動負債の増加額196百万円

などを加減したことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によって支出した資金は125百万円となりました。 

これは主として、有形固定資産取得による支出1,921百万円、有形固定資産売却による収入924百万円や国庫補助金圧

縮損などによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によって支出した資金は869百万円となりました。 

これは主として、社債と借入金の純減少額734百万円などによるものです。 

 
 

（３）利益配分に関する基本方針および当期･次期の配当 

当社は、財務体質の強化に努めるとともに、株主への利益還元を 最重要な課題の一つとして認識しております。 経営

計画を確実に実行し、利益の配分ができるよう努めてまいります。 
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２． 企業集団の状況 
 

当社の企業集団は、当社、子会社10社および関連会社３社で構成されております。 

当社の企業集団において営んでいる事業の内容およびその会社名は次のとおりです。 

なお、各部門は事業の種類別セグメントと同一の区分であります。 

 

①運輸事業部門（４社） 

事 業 の 内 容 会     社     名

                   *1(A)          *1(A) 
旅 客 自 動 車 運 送 業 当社  新潟交通観光バス㈱ 新潟交通佐渡㈱ 

          *1(A)          *2
タ ク シ ー 業 新潟交通佐渡㈱   ㈱港タクシー 

②不動産事業部門（２社） 

事 業 の 内 容 会     社     名 

             *1(A)

不 動 産 賃 貸 業 当社  ㈱万代開発 

不 動 産 売 買 業 当社 

③商品販売事業部門（４社） 

事 業 の 内 容 会     社     名

             *1(A)         *1(A)       *1(A) 
物 品 販 売 業 当社  新潟交通商事㈱  ㈱セブレ新潟  ㈱万代開発 

  

④旅館事業部門（２社） 

事 業 の 内 容 会     社     名

             *1(A)                      *1 
ホ テ ル 旅 館 業 ㈱シルバーホテル  国際佐渡観光ホテル㈱

  

④その他事業部門（８社） 

事 業 の 内 容 会     社     名

                 *1(A)                            *2 
一 般 旅 行 業 当社   新潟交通佐渡㈱     ㈱新潟交通サービスセンター 

                    *1(A)
国 内 航 空 総 代 理 店 業 当社    新潟航空サービス㈱

      *1(A)
広 告 代 理 業 ㈱新交企画

          *1
清 掃 業 新潟交友事業㈱
              *1(A) 
遊 戯 場 業 当社   ㈱万代開発

                      *2       
そ の 他 業 ニッポンレンタカー新潟㈱    

 
（注） １．*1 連結子会社10社  *2 関連会社(持分法)３社 

 ２．上記部門の子会社には、当社他子会社２社が重複して含まれています。 

 ３．当社は(A)の会社に対し、施設の賃貸を行っております。 

 ４．㈱マンパワーは、平成24年２月29日付で所有株式の全てを売却したことにより、連結の範囲からは除外し

ております。 
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３． 経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、公共性の高い乗合バスをはじめとする運輸事業を基幹事業に、不動産事業、商品販売事業、旅館事

業、その他事業として、旅行業、航空代理業、広告代理業等の事業展開をして、地域社会の発展に寄与するとともに、｢成

長企業への転換｣ を宣言する経営方針の下、お客様や株主様から高い評価と信用を得られるように企業価値を高めてゆ

く所存です。 

（２）目標とする経営指標 

当社グループは、キャッシュ･フローの安定的確保と 有利子負債の更なる圧縮を進めております。 

年間フリーキャッシュ･フローと有利子負債残高を双視し、償還年数が単純計算で概ね15年以内に収まるバランスを基本

目標に掲げ、「３.(３) 中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題」に取り組んでおります。 

（３）中長期的な会社の経営戦略と 会社の対処すべき課題 

今後のわが国経済の見通しにつきましては、各種の政策効果等を背景とした緩やかな持ち直しの動きが続くことが予想

されますが、海外における欧州政府債務危機や原油高による景気減速リスクに加え、国内においては電力供給制約、デフ

レ影響等による景気後退リスクも存在することから、下振れ懸念の強く残る状況となっております。 

当社グループが事業基盤を有する新潟県内におきましても同様の状況にあり、今後も楽観出来ない事業環境が継続す

るものと予想されます。 

 こうした見通しの下、当社グループでは新たに３カ年の「第４次中期経営計画」を策定致しました。平成24年度は同中期

経営計画の初年度として、「成長企業への転換」を経営方針とし、グループ全体にて増収を達成すべく積極的な営業活動を

展開することで、引き続きキャッシュフローの安定的な確保と有利子負債の圧縮を進めてまいる所存です。 

基幹事業である運輸事業では、乗合バス部門において、昨年度より一般乗合車両にも順次導入を開始したドライブレ

コーダーを、本年度中に当社の保有する全車両への取り付けを完了し、お客様の安全性及び利便性の向上に努めるほか、

携帯電話やスマートフォンで出発地から目的地までの公共交通機関乗継案内などを探索できる「駅すぱあと」との提携によ

り、お客様がバスに乗り易い環境の構築に取り組んでまいります。また、行政連携のもと、ICカード「りゅーと」限定で「新潟

駅－古町間運賃100円（平成24年４月28日～７月１日の土日祝日）」の運行をするほか、「りゅーと」を対象とした乗継運賃

割引制度の導入準備やSuicaとの連携準備を着実に進め、利便性向上を図ると共に収益力の向上を図ってまいります。 

さらに、第４次中期経営計画期間を通じ、あらためてお客様目線に立ち「CS（顧客満足度）」向上に向けた取り組みを強

化するとともに、安全性の追求、燃費向上等による経費削減にも注力してまいります。 

高速バス部門においては、東京線で運行便限定の特別割引（同５月７日～７月26日）を実施するほか、長岡線と上越線

にて土日祝日限定の往復割引乗車券（同３月17日～７月29日）を販売するなど、きめ細やかなプロモーションを行い、運賃

収入の増加を図ってまいります。 

不動産事業では、引き続きお客様にとって魅力のあるテナントリーシングに努めてまいります。万代シテイバスセンター

ではファーストフード店舗の閉店により手薄となっていた飲食部門の拡充を図り、１Fに村上牛や黒毛和牛を使用した「のっ

け丼 白豚」（同４月19日オープン）を誘致しました。また万代シテイBP２では、より多くのお客様に魅力を感じて頂ける施設

への転換を図るべく、新潟市が運営を行う「マンガ・アニメ情報館（仮称）」（平成25年度オープン予定）を誘致しました。今後、

同施設ではキッズ・ファミリー向けのテナントリーシングを着実に進めると共に、飲食店舗を充実させることで、来館者と賃

貸収入の増加を図ってまいります。 

万代シテイにおいては、より安全で快適な歩行空間を作り出すべく、昨年度より行政や商店街組織と連携して進めてま

いりましたガルベストン通りの歩道整備が本年３月に完了しました。加えて万代シテイバスセンター（１F）では、明るく・地球

へやさしい施設への転換を進め、電灯のＬＥＤ切替を行いました。今後は万代シテイパーク（バスセンター２F）へつながるペ

ディストリアンデッキの雨天対応など、引き続き「歩いて楽しいまち」の創造に努めてまいります。また、万代シテイの魅力を

活かした事業施策を積極的に進め、郊外型商業施設との差別化を遂次図ってまいります。 

駐車場部門では、事業の効率化を図るべく新潟交通西堀駐車場において、自動精算機の導入（同４月10日）を行いまし

た。今後もお客様の利便性向上に努め、駐車料金収入の増加を図ってまいります。 

 商品販売事業では、新潟県の代表的な特産品である越後姫、ル・レクチエを使った商品や、新潟県が推奨する米粉を

使用した商品の取扱いを強化し、売上の上積みを図ってまいります。また老朽化の進んでいた商品管理システムの入替を

行い、きめ細やかな発注と在庫管理を徹底することで、収益力の向上に努めてまいります。 

 旅館事業では、お客様のニーズに合った各種商品プランの造成・販売を強化すると共に、阪急阪神第一ホテルグルー

プへの加盟（万代シルバーホテル）や、インターネット大手予約サイトなどの販売チャネル拡充（国際佐渡観光ホテル八幡

館）を行い、宿泊者数の増加に努めてまいります。 

 その他の事業のうち旅行業では、募集型企画旅行「くれよん」の認知度を高めるため、中越・上越エリアへの告知活動

を強化し、新たな顧客層の取り込みに努めてまいります。また、一定の成果を上げている教育旅行分野において営業エリ

アの拡大を行うことで、受注件数の増加に努めるほか、官公庁や金融機関、医療福祉団体等への提案型営業を一段と強

化し、旅行収入の増加を図ってまいります。 

その他清掃業、広告代理業、航空代理業については、積極的な営業活動を実施し、更なる収益力の向上に努めてまい

ります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,625,255 2,391,963

受取手形及び売掛金 983,601 974,892

商品及び製品 176,513 169,326

原材料及び貯蔵品 145,667 121,494

繰延税金資産 147,903 82,369

その他 948,199 813,048

貸倒引当金 △26,722 △18,451

流動資産合計 4,000,417 4,534,643

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,633,663 13,377,424

機械装置及び運搬具（純額） 1,456,408 1,484,593

工具、器具及び備品（純額） 217,239 216,752

土地 41,017,390 41,079,635

リース資産（純額） 805,074 730,807

有形固定資産合計 58,129,776 56,889,212

無形固定資産   

施設利用権 26,229 25,131

リース資産 24,676 17,839

その他 232,480 236,027

無形固定資産合計 283,386 278,999

投資その他の資産   

投資有価証券 280,662 288,553

長期貸付金 66,112 49,648

繰延税金資産 204,007 188,285

その他 807,045 769,650

貸倒引当金 △152,417 △182,051

投資その他の資産合計 1,205,410 1,114,086

固定資産合計 59,618,572 58,282,297

資産合計 63,618,990 62,816,941
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 734,848 860,626

短期借入金 19,301,820 19,789,210

1年内償還予定の社債 100,000 160,000

預り金 875,895 1,182,423

未払金 260,921 362,631

リース債務 202,538 219,480

未払法人税等 82,578 100,089

未払消費税等 77,445 137,309

前受収益 360,257 349,768

賞与引当金 148,282 139,825

その他 373,650 407,014

流動負債合計 22,518,237 23,708,378

固定負債   

社債 160,000 －

長期借入金 21,403,327 20,262,171

再評価に係る繰延税金負債 6,100,009 4,979,748

リース債務 667,818 566,032

退職給付引当金 380,839 317,522

役員退職慰労引当金 337,611 237,428

長期預り金 2,411,222 2,133,294

固定負債合計 31,460,828 28,496,197

負債合計 53,979,065 52,204,575

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220,800 4,220,800

資本剰余金 2,941,409 2,946,550

利益剰余金 △5,253,376 △4,450,191

自己株式 △99,881 △32,577

株主資本合計 1,808,952 2,684,581

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △13,887 △7,717

土地再評価差額金 7,844,860 7,935,502

その他の包括利益累計額合計 7,830,972 7,927,784

少数株主持分 － －

純資産合計 9,639,925 10,612,365

負債純資産合計 63,618,990 62,816,941
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 21,306,850 20,807,247

売上原価 15,225,170 14,862,683

売上総利益 6,081,680 5,944,563

販売費及び一般管理費 4,551,803 4,319,295

営業利益 1,529,876 1,625,268

営業外収益   

受取利息 3,152 2,445

受取配当金 3,944 5,890

持分法による投資利益 7,303 8,155

雇用調整助成金 － 67,443

雑収入 25,589 52,011

営業外収益合計 39,988 135,946

営業外費用   

支払利息 1,120,045 1,100,793

雑損失 10,077 9,977

営業外費用合計 1,130,123 1,110,771

経常利益 439,741 650,442

特別利益   

前期損益修正益 1,396 －

固定資産売却益 179,755 10,397

補助金収入 676,896 525,383

契約外賃貸収入 64,301 4,591

その他 106,123 13,085

特別利益合計 1,028,473 553,458

特別損失   

前期損益修正損 1,163 －

固定資産売却損 155,459 48,481

固定資産除却損 29,308 77,977

投資有価証券評価損 1,634 －

減損損失 39,884 150,671

国庫補助金圧縮損 621,802 507,191

テナント退去補償金 － 412,500

その他 11,306 51,160

特別損失合計 860,558 1,247,982

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

607,656 △44,081

法人税、住民税及び事業税 123,570 101,097

法人税等調整額 283,454 △335,651

法人税等合計 407,024 △234,553

少数株主損益調整前当期純利益 200,632 190,472

当期純利益 200,632 190,472
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 200,632 190,472

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,382 6,169

土地再評価差額金 － 703,354

その他の包括利益合計 △2,382 709,523

包括利益 198,250 899,996

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 198,250 899,996

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 4,220,800 4,220,800

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,220,800 4,220,800

資本剰余金   

当期首残高 2,941,409 2,941,409

当期変動額   

自己株式の処分 － 5,140

当期変動額合計 － 5,140

当期末残高 2,941,409 2,946,550

利益剰余金   

当期首残高 △5,358,464 △5,253,376

当期変動額   

当期純利益 200,632 190,472

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

当期変動額合計 105,087 803,184

当期末残高 △5,253,376 △4,450,191

自己株式   

当期首残高 △98,326 △99,881

当期変動額   

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 67,659

当期変動額合計 △1,554 67,303

当期末残高 △99,881 △32,577

株主資本合計   

当期首残高 1,705,419 1,808,952

当期変動額   

当期純利益 200,632 190,472

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 72,800

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

当期変動額合計 103,533 875,629

当期末残高 1,808,952 2,684,581
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △11,505 △13,887

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,382 6,169

当期変動額合計 △2,382 6,169

当期末残高 △13,887 △7,717

土地再評価差額金   

当期首残高 7,749,315 7,844,860

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 95,544 90,642

当期変動額合計 95,544 90,642

当期末残高 7,844,860 7,935,502

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 7,737,810 7,830,972

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 93,162 96,811

当期変動額合計 93,162 96,811

当期末残高 7,830,972 7,927,784

少数株主持分   

当期首残高 4,098 －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,098 －

当期変動額合計 △4,098 －

当期末残高 － －

純資産合計   

当期首残高 9,447,327 9,639,925

当期変動額   

当期純利益 200,632 190,472

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 72,800

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 89,064 96,811

当期変動額合計 192,597 972,440

当期末残高 9,639,925 10,612,365
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 607,656 △44,081

減価償却費 1,592,587 1,628,755

減損損失 39,884 150,671

のれん償却額 911 911

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,466 22,122

退職給付引当金の増減額（△は減少） △99,575 △61,618

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,441 △7,957

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 27,029 △68,940

持分法による投資損益（△は益） △7,303 △8,155

固定資産除却損 21,746 76,739

固定資産売却損 114,661 43,349

固定資産売却益 △138,957 △8,395

投資有価証券売却損益（△は益） － 996

投資有価証券評価損益（△は益） 1,634 28

受取利息及び受取配当金 △7,096 △8,336

支払利息 1,120,045 1,100,793

売上債権の増減額（△は増加） 113,893 △47,757

たな卸資産の増減額（△は増加） △832 △7,170

その他の流動資産の増減額（△は増加） △441,845 △348,654

仕入債務の増減額（△は減少） △114,687 128,263

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,191 59,864

その他の流動負債の増減額（△は減少） △68,427 196,594

その他 270,088 81,415

小計 3,018,246 2,879,437

利息及び配当金の受取額 16,829 16,907

利息の支払額 △1,119,170 △1,041,373

法人税等の支払額 △141,871 △92,287

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,774,034 1,762,683

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 10,095 881

有形固定資産の取得による支出 △1,322,666 △1,921,334

有形固定資産の売却による収入 138,274 924,003

投資有価証券の取得による支出 △2,149 △1,267

投資有価証券の売却による収入 － 8,972

子会社株式の売却による支出 － △56,405

その他の投資に係る支出 △97,156 △66,228

その他の投資に係る収入 82,599 61,776

貸付金の回収による収入 18,461 16,464

その他 △172,032 908,032

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,344,574 △125,104

新潟交通株式会社 （9017） 平成24年３月期 決算短信

- 13 -



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,554 △355

自己株式の売却による収入 － 72,800

短期借入金の純増減額（△は減少） △607,614 △218,092

長期借入れによる収入 6,518,360 7,552,540

長期借入金の返済による支出 △6,475,284 △7,968,450

社債の発行による収入 160,000 －

社債の償還による支出 △160,000 △100,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △194,244 △208,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △760,336 △869,989

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △330,877 767,589

現金及び現金同等物の期首残高 1,877,674 1,546,797

現金及び現金同等物の期末残高 1,546,797 2,314,387
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）追加情報 

（連結納税制度の適用） 

当社グループは、当連結会計年度より連結納税制度を適用しております。 

（ポイント引当金） 

当連結会計年度より、当社運輸事業において非接触型ＩＣカードのサービスを開始し、利用顧客に対しポイント制を導

入することから、付与されたポイントの利用に備えるため、当連結会計年度末において将来使用されると見込まれる額

を流動負債の「その他」に計上しております。 

 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、基幹事業である運輸事業の運行地域を中心に、地域の公共性及び発展につながる多角的事業を

展開しております。 

そのため、当社グループでは、各事業内容を基礎とした事業の種類別のセグメントから構成されており、「運輸事

業」、「不動産事業」、「商品販売事業」、「旅館事業」の４つを報告セグメントとしております。  

報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、以下のとおりであります。 

（1）運輸事業 旅客自動車運送業、タクシー業  

（2）不動産事業 不動産賃貸業、不動産売買業  

（3）商品販売事業 食品販売業、物品販売業  

（4）旅館事業 ホテル業、旅館業  

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる事項」における記載

と概ね同一であります。 

  報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 
 前連結会計年度（自 平成22年4月１日 至 平成23年３月31日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

連結財務

諸表計上額

（注）3 運輸事業 
不動産 

事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 10,488 3,015 2,176 2,026 17,707 3,599 21,306 － 21,306

  セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

164 537 71 24 798 697 1,496 △1,496 －

計 10,653 3,552 2,248 2,051 18,505 4,297 22,802 △1,496 21,306

セグメント利益又は
損失（△） 

△46 1,245 74 31 1,304 224 1,528 1 1,529

セグメント資産 17,315 37,492 699 1,965 57,474 4,581 62,055 1,563 63,618

その他の項目 

減価償却費 555 828 12 104 1,500 59 1,560 37 1,597

  減損損失 39 － － － 39 － 39 － 39

有形固定資産及び
無形固定資産の増
加額 

575 137 2 12 728 116 844 4 849
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（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．調整額は以下のとおりであります。 

 （１）セグメント利益又は損失（△）の調整額１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

 （２）セグメント資産の調整額1,563百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産1,940百万円及びセ

グメント間取引消去額△377百万円であります。また、全社資産の主なものは、親会社での余資運用資金(現

金)、長期投資資金(投資有価証券)、および管理部門に係る資産等です。 

 （３）減価償却費の調整額37百万円、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額４百万円は、本社建

物等に係わるものであります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 当連結会計年度（自 平成23年4月１日 至 平成24年３月31日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

連結財務

諸表計上額

（注）3 運輸事業 
不動産 

事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 10,224 3,007 2,248 1,947 17,428 3,378 20,807 － 20,807

  セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

167 511 46 28 753 663 1,417 △1,417 －

計 10,391 3,519 2,295 1,975 18,182 4,042 22,224 △1,417 20,807

セグメント利益又は
損失（△） 

△121 1,402 81 37 1,400 224 1,624 0 1,625

セグメント資産 16,752 37,096 731 1,908 56,488 4,222 60,710 2,106 62,816

その他の項目 

減価償却費 657 746 6 103 1,513 79 1,593 37 1,630

  減損損失 － 128 － － 128 22 150 － 150

有形固定資産及び
無形固定資産の増
加額 

1,791 84 3 23 1,902 62 1,965 6 1,972

 
（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．調整額は以下のとおりであります。 

 （１）セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円は、セグメント間取引消去であります。 

 （２）セグメント資産の調整額2,106百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産2,298百万円及びセ

グメント間取引消去額△191百万円であります。また、全社資産の主なものは、親会社での余資運用資金(現

金)、長期投資資金(投資有価証券)、および管理部門に係る資産等です。 

 （３）減価償却費の調整額37百万円、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額６百万円は、本社建

物等に係わるものであります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 当連結会計年度 

（自 平成22年4月 1日 （自 平成23年4月 1日 

至 平成23年3月31日） 至 平成24年3月31日） 

１株当たり純資産額 253円 35銭 １株当たり純資産額 276円 02銭 

１株当たり当期純利益金額 5円 27銭 １株当たり当期純利益金額 4円 97銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 (注) １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前連結会計年度 当連結会計年度 

（自 平成22年4月 1日 （自 平成23年4月 1日 

至 平成23年3月31日） 至 平成24年3月31日） 

当期純利益（百万円） 200 190 

普通株式に帰属しない金額（百万円） ― ― 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 200 190 

期中平均株式数（千株） 38,054 38,294 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 568,946 1,021,018

売掛金 480,421 489,738

商品 33 79

分譲土地建物 2,455 158

貯蔵品 82,486 63,329

未収入金 533,715 123,305

未収収益 4,960 4,407

前払費用 94,567 64,036

繰延税金資産 41,868 －

その他 166,031 319,393

貸倒引当金 △2,138 △1,986

流動資産合計 1,973,347 2,083,480

固定資産   

有形固定資産   

建物 16,154,876 15,992,456

減価償却累計額 △10,726,477 △10,927,370

建物（純額） 5,428,399 5,065,085

構築物 2,316,962 2,310,404

減価償却累計額 △1,833,532 △1,849,891

構築物（純額） 483,429 460,513

機械及び装置 800,404 776,875

減価償却累計額 △716,683 △719,593

機械及び装置（純額） 83,721 57,281

車両運搬具 2,722,252 2,933,711

減価償却累計額 △1,557,251 △1,708,122

車両運搬具（純額） 1,165,001 1,225,589

工具、器具及び備品 872,750 873,736

減価償却累計額 △796,314 △783,824

工具、器具及び備品（純額） 76,436 89,912

土地 20,895,183 20,589,181

リース資産 606,916 702,711

減価償却累計額 △191,955 △295,240

リース資産（純額） 414,960 407,470

有形固定資産合計 28,547,132 27,895,033

無形固定資産   

借地権 161,066 157,740

ソフトウエア 64,714 71,010

リース資産 3,908 2,735

その他 12,927 12,910

無形固定資産合計 242,618 244,398
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 211,465 211,884

関係会社株式 13,405,155 13,647,385

出資金 1,325 1,325

長期貸付金 3,429 925

従業員貸付金 62,682 48,722

関係会社長期貸付金 2,330,000 1,972,770

破産更生債権等 150,022 160,202

長期前払費用 12,646 4,589

敷金及び保証金 220,750 226,388

その他 176,935 177,670

貸倒引当金 △464,776 △470,469

投資その他の資産合計 16,109,637 15,981,395

固定資産合計 44,899,387 44,120,826

資産合計 46,872,734 46,204,307

負債の部   

流動負債   

買掛金 408,299 465,879

短期借入金 11,461,237 10,853,745

関係会社短期借入金 219,000 44,000

1年内返済予定の長期借入金 3,477,700 3,973,400

リース債務 102,822 118,820

未払金 243,229 356,225

未払費用 223,422 216,878

未払法人税等 25,084 36,374

未払事業所税 4,190 4,177

未払消費税等 20,036 70,573

前受金 － 38,293

預り金 641,221 710,677

前受収益 307,728 303,224

ポイント引当金 － 6,270

流動負債合計 17,133,972 17,198,538

固定負債   

長期借入金 10,422,185 9,706,285

再評価に係る繰延税金負債 6,100,009 4,979,748

リース債務 336,990 311,896

退職給付引当金 238,925 167,349

役員退職慰労引当金 179,553 136,881

長期預り金 555,373 514,012

固定負債合計 17,833,038 15,816,173

負債合計 34,967,010 33,014,712
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220,800 4,220,800

資本剰余金   

資本準備金 2,872,932 2,872,932

その他資本剰余金 68,476 73,617

資本剰余金合計 2,941,409 2,946,550

利益剰余金   

利益準備金 360,354 360,354

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △3,347,927 △2,233,265

利益剰余金合計 △2,987,573 △1,872,911

自己株式 △99,881 △32,577

株主資本合計 4,074,755 5,261,862

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13,891 △7,769

土地再評価差額金 7,844,860 7,935,502

評価・換算差額等合計 7,830,968 7,927,733

純資産合計 11,905,723 13,189,595

負債純資産合計 46,872,734 46,204,307
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高   

一般旅客自動車運送事業営業収益 6,430,504 6,377,760

兼業事業営業収益 2,094,628 2,049,513

売上高合計 8,525,133 8,427,273

売上原価   

一般旅客自動車運送事業運送費 5,807,660 5,861,873

兼業事業売上原価 559,208 509,983

売上原価合計 6,366,869 6,371,857

売上総利益 2,158,264 2,055,416

販売費及び一般管理費 1,718,863 1,641,710

営業利益 439,400 413,705

営業外収益   

受取利息 64,320 60,917

受取配当金 303,857 448,202

土地物件貸付料 1,683 1,366

雑収入 6,532 45,842

営業外収益合計 376,394 556,328

営業外費用   

支払利息 666,309 669,125

雑損失 3,567 1,273

営業外費用合計 669,877 670,399

経常利益 145,917 299,635

特別利益   

固定資産売却益 17,318 12,981

補助金収入 664,147 473,228

貸倒引当金戻入額 45,030 －

その他 126,777 471

特別利益合計 853,274 486,681

特別損失   

固定資産売却損 333,603 27,179

固定資産除却損 14,475 56,112

投資有価証券評価損 1,634 －

国庫補助金圧縮損 621,802 459,003

減損損失 － 146,604

その他 － 6,689

特別損失合計 971,515 695,589

税引前当期純利益 27,676 90,727

法人税、住民税及び事業税 13,620 △36,183

法人税等調整額 △43,396 △375,039

法人税等合計 △29,776 △411,222

当期純利益 57,452 501,950
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 4,220,800 4,220,800

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,220,800 4,220,800

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 2,872,932 2,872,932

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,872,932 2,872,932

その他資本剰余金   

当期首残高 68,476 68,476

当期変動額   

自己株式の処分 － 5,140

当期変動額合計 － 5,140

当期末残高 68,476 73,617

資本剰余金合計   

当期首残高 2,941,409 2,941,409

当期変動額   

自己株式の処分 － 5,140

当期変動額合計 － 5,140

当期末残高 2,941,409 2,946,550

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 360,354 360,354

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 360,354 360,354

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 △3,309,835 △3,347,927

当期変動額   

当期純利益 57,452 501,950

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

当期変動額合計 △38,091 1,114,662

当期末残高 △3,347,927 △2,233,265

利益剰余金合計   

当期首残高 △2,949,481 △2,987,573

当期変動額   

当期純利益 57,452 501,950

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

当期変動額合計 △38,091 1,114,662

当期末残高 △2,987,573 △1,872,911
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

自己株式   

当期首残高 △98,326 △99,881

当期変動額   

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 67,659

当期変動額合計 △1,554 67,303

当期末残高 △99,881 △32,577

株主資本合計   

当期首残高 4,114,401 4,074,755

当期変動額   

当期純利益 57,452 501,950

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 72,800

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

当期変動額合計 △39,646 1,187,106

当期末残高 4,074,755 5,261,862

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △11,498 △13,891

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,393 6,122

当期変動額合計 △2,393 6,122

当期末残高 △13,891 △7,769

土地再評価差額金   

当期首残高 7,749,315 7,844,860

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 95,544 90,642

当期変動額合計 95,544 90,642

当期末残高 7,844,860 7,935,502

評価・換算差額等合計   

当期首残高 7,737,817 7,830,968

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 93,150 96,765

当期変動額合計 93,150 96,765

当期末残高 7,830,968 7,927,733

純資産合計   

当期首残高 11,852,219 11,905,723

当期変動額   

当期純利益 57,452 501,950

自己株式の取得 △1,554 △355

自己株式の処分 － 72,800

土地再評価差額金の取崩 △95,544 612,712

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 93,150 96,765

当期変動額合計 53,504 1,283,871

当期末残高 11,905,723 13,189,595
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

６． その他  

   役員の異動 

     役員の異動につきましては、開示内容が定まった時点で開示いたします。 
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